
令和４年度

浜田市と島根県立大学との共同研究

報告書
２０２３年１月

主権者教育の現状とこれからの取り組みについて

島根県立大学

光延研究室

1



概要

令和４年度の浜田市と島根県立大学との共同研究では、地域政策学部の光
延研究室と浜田市議会との連携による「主権者教育」について調査と実習を実
施した。

【調査】

研究代表者と研究従事者（研究室学生）が、他学の専門家などの助言や参考
になる事例を調査して、本研究の基盤を構成した。

【実習】

調査を踏まえて、研究従事者による市議会との連携による各種実習を行った。
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調査と実習

主権者教育と言えば、一般的には新しく選挙権を得て有権者となった国内では１８
歳、１９歳の政治参加、特に選挙への参加を促す意味での啓蒙活動を指すが、ここ
では浜田市議会と主に本研究室の学生との共同による「若者の政治参加」への関心
を主題に、実施された。

その際、研究代表者は、①学外の専門家や各種文献、諸資料を踏まえて、②政治
家と若者有権者との論議、③若者の政治参加を促す政治家からの広報技術の獲得、
④若者の政治参加の状況を広く啓蒙する職業体験などの諸点から、これを実施した。
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研究従事者

従事者

総合政策学部、介見 要一郎、掛尾 一樹、行保 秀俊、山添 正広

国際関係学部、有野 夢叶ほか、光延研究室内、地域政策学部２年

総合政策学部３年演習生

代表者 地域政策学部、光延忠彦
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浜田市議会議員との対論
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目的と意義

目的 より効果的な主権者教育方法の模索

昨今、若者の投票率が低下しているという問題が生じている。この問題にはそも
そも政治について「分からない」や「興味がない」という声も多い。

そこで、議員との直接対話という方法を用い、身近な生活部分から生じる素朴な
疑問を話し合う事により、政治意識の向上を試みる。
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概要

議題

・浜田市の良い点、改善点

・住みやすい市にするために

・選挙投票率を高めるためには

・投票率向上の具体的方法について
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浜田市の現状と改善点

前半では浜田市の身近な部分での課題や、良いところ
などの意見交換を行った。

政策論争の様な議題はあえて避け、あくまでも生活の
中で考えていることを率直に話し合う時間をより多く設け
た。
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投票率向上に向けて

後半では、海外の事例を参考にしつ
つ、投票率を高めるためにはどうすべ
きかという問題をソフト、ハードの両面
から自由闊達に議論を行った。
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成果

対談後議員、学生それぞれにアンケートを実施し、成果の確認を行った。

アンケートより一部抜粋
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議員直接議論するすることで政治、

市政への関心が高まりましたか。
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個人一般質問で取り上げる

両方で取り上げる

その他



自由回答

・浜田市のことを一番に考えて下さっている方々と話すことで、浜
田市の現状や議員さん側の意見が聞けたので、すごく充実した時
間を過ごすことができました。

・なかなか逢えない議員さんと交流できて市政に凄く関心が高まり
ました。

・率直な意見、提言を聞けて嬉しく思います。

アンケートより一部抜粋
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課題、改善点

・意見交換時に、スケジュール上の理由から時間を制限せざるを
得ない場面が見られた。

・新型コロナウイルスの影響もあり、参加人数を制限せざるを得え
なかった。

より広い会場で、時間に余裕を持ち意見を万遍なく拾える様にし
なければならない。
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まとめ

今回の議員との直接な意見交換会は、アンケート結果から政治意
識や投票率の向上に大きく寄与することが出来た。

また、議員の方々においても意見交換で得た事を議会活動で活用
して下さるとのご回答を頂けた。

講義的な主権者教育だけではなく、身近な生活部分から興味を
持ってもらう為には議員との関わりを増やすという方法が有効である
という成果を得た。
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浜田市議会議員との共同研修
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目的と意義
目的：若年層の政治参加意欲と投票率の向上

今日では若年層の投票率低迷が大きな問題となっており、浜田市も同様である。

その背景には、若年層が選挙を「馴染みのないもの」として敬遠する姿勢がある。

そこで、主権者に選挙に行くように一方的に促すのではなく、非選挙者である浜
田市議員が、今日の若者の生活には必要不可欠な存在であるSNSを積極的に

利用し、主権者に歩み寄ることで、若者が自然と選挙に関心を抱くようになる状
態を目指す。
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概要
１．現代の選挙におけるSNS戦略の効果・影響の解説

２．各種SNSの特徴や強みの紹介

３．議員ご自身のスマートフォンを用いて、実際にアカウントの作成
（Instagram）

４．基本的な操作方法の紹介（Instagram）

５．若年層から共感を得やすい投稿・運営の方向性の提案
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１．現代の選挙におけるSNS戦略の効果・影響の解説

・日本におけるSNS利用者数の増加

・投票率が低迷する若年層のSNS利用状況

・２０２２参院選におけるSNS戦略の成功事例

以上を解説することで、議員の皆様が

「なぜ選挙にSNSを利用するのか？」という

疑問を解消できるようにした。
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２．各種SNSの特徴や強みの紹介

・Twitter

・Instagram

・YouTube

・TikTok

・Facebook

上記５つのSNSについて特徴や強みを紹介した。

①圧倒的若年層の支持率 ②投稿の簡易性 ③原則無料

この３つの理由から、我々はInstagramが最適だと判断し、

今回は議員の皆様にInstagramを利用していただくことにした。
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３.アカウント作成 ４．操作の紹介

・Instagramのアカウントを、議員ご自身の

スマートフォンを用いて作成

・Instagramの基本的動作について紹介

（投稿機能、フォロー機能、検索機能など）

全体説明の後、我々３人が議員の席を

巡回し、直接質問を受け付けたり、トラブル

にその場で対処するようにした。
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５．若年層から共感を得やすい投稿・運営の方向性の提案

若年層から共感を得やすい投稿・運営の方向性として、次の２つを提案した。

① 浜田市の飲食店に関する投稿

島根県立大学は浜田市外出身の学生が多く、「隠れた名店」を知らない

可能性が高いことから、飲食店での食事の様子を投稿すれば、

学生が興味を持ち、地域活性化にも期待できる。

② 他の議員との２ショット写真の投稿

雰囲気の堅い投稿にはなかなか興味を抱きづらく、議員の明るくフランクな

投稿は、選挙を敬遠しがちな若年層に親近感を与える。

また、他の議員を紹介することで、拡散効果の向上も期待できる。
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成果
・議員を対象とした参加者アンケートでは、全員が「今後はSNSを利用したい」と
回答した。

・「以前はSNSを利用していなかったが、今後は利用したい」と回答した議員の

意見としては「魅力を感じた」「効果がありそうと感じた」「操作が簡単だった」

などが寄せられた。

・主権者（浜田キャンパス学生）を対象としたアンケートでは、浜田市議員のSNS
を閲覧した経験がある人は３０％にとどまった。

・「もし議員がSNSを積極的に利用した場合、面白いと思い、選挙に行こうと思う」
と回答した人は７０％となった。
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まとめと課題
【まとめ】

議員が積極的にSNSを利用すれば、選挙

に関心を抱く若者が増加し、投票率の

向上に繋がる可能性が高い。

【課題】

アカウントを作成してから約１か月では、

認知度が急上昇しなかった。したがって、

SNS戦略に即効性はなく、

継続的な投稿と定期的な更新が

議員には求められる。
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浜田市議会の学生体験
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目的

・島根県立大学と浜田市議会との共同事業を通じて、若者の政治関心を

高め、大学生と政治がより身近にするための先駆けとして

・昨今の世の中で話題となっている環境分野に関して、浜田市の取り組みを

調査し、浜田市の未来づくりについて浜田市議会を体験する。
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概要
期間

２０２２年１２月５日～２０２２年１２月２１日（市議会１２月定例会期間）

内容

議会本会議及び常任委員会傍聴

議長との懇談

議員（広報委員会）との懇談、三浦委員長、村武副委員長、肥後委員
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成果
１２月５日 本会議一般質問 傍聴

１２月６日 議会運営委員会 傍聴

１２月７日 本会議一般質問 傍聴

１２月１３日 産業建設委員会 林業に関する意見交換会 傍聴

１２月１４日 環境に関する意見交換会 傍聴

１２月２１日 ギカイと語ろう

議長との懇談
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意見交換会の記事 ２０２２年１２月１５日付 山陰中央新報より
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この共同研究では、浜田市議会議長、笹田議員をはじめ、広報広聴委員
会委員長、三浦議員、同副委員長、村武議員、同委員、肥後議員はもとより
市議会議員の皆さん、そして市議会事務局長をはじめとした事務局職員の
皆さんに多くを支えられた。この様子は、各種メディアでも取り上げられ、成果
が公表されている。ここに記して感謝を申し上げたい。
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